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CMOS・CCDカメラ

• CMOSやCCDカメラを利用した
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シングルピクセルイメージング

• 高感度
• 撮影できる波⾧帯が広い
• ただし、多数のパターン投影が必要
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提案手法の概要

• 提案手法ではラインセンサを用いたイメージング手法を開発
• CCDやCMOSカメラ

– 解像度の高い撮影ができる
– 速度は一般的なものは遅い
– 微弱な光の撮影は苦手／撮影できる波⾧帯は狭い

• シングルピクセルイメージング
– 微弱な光の撮影が可能／撮影できる波⾧帯が広い
– 高解像度撮影では大量のパターン照射が必要・撮影に時間がかかる．

• 提案手法はCCD・CMOSカメラとシングルピクセルイメージングの
中間の特徴を持つ

• 提案手法ではラインセンサと数理的な画像再構成技術を用いること
で，高速かつ高解像度の撮影が可能
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称：イメージング方法およびイメージン
グ装置

• 出願番号 ：特願2020-182157
• 出願人 ：千葉大学
• 発明者 ：下馬場 朋禄, 塩見 日隆, 伊藤 智義
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お問い合わせ先

千葉大学 学術研究・イノベーション推進機構
プロジェクト推進部門
ＴＥＬ：０４３ʷ２９０ʷ３８３３
ＦＡＸ：０４３ʷ２９０ʷ３５１９
e-mail: ccrcu@faculty.chiba-u.jp


